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概    要  

学生提案型創成活動「本を楽しむ会」はこれまで学内に向けた活動を行ってきた。今年度は地域図書館、

地域住民と、本を介した交流を通して実践的な社会活動を行う事を企画した。福井県立図書館での本棚

企画展示や公開講座での目次読書法に基づいた読書ワークショップ活動を行った。 
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創成的な教育のみならず、一般的な学部教育においても読書が必要である事は改めて指摘するまでもな

い。学生時における多様な読書経験は、学生の人生自体にも影響を与えうるものであり、非常に貴重であ

る。「若者の活字離れ」が憂慮されているが、本好きの学生は決して少なくはなく、あまり本に興味がなか

った学生でも本を使った魅力ある企画に参加し、多少でも楽しいと感じれば、読書に対する関心は高まる。

工学部では「夢を描き（Imagine)、それを形にする技術者=Imagineerを育む創成教育」を旗印に様々なプ

ロジェクトに取り組み、工学部先端科学技術育成センター支援のもと、創成活動を行っている。今回の企

画の活動母体である「本を楽しむ会」は学生提案型創成活動として 2013年度から活動し、学内者を対象と

したワークショップなどを行ってきた。これらの活動を基にして、学生からの発信力を強化し、実践的な

社会活動を行う事を目的として、大学周辺地域の住民や、公共図書館と連携する活動を企画した。 

 

 
 
1. 福井県立図書館での本棚企画展示 

福井県立図書館（以下、県立図書館）は、福

井市中心部から南に約 3 ㎞離れた下馬地区に位

置し、約 91万冊の蔵書を有する。県人口比に対

する年間の入館者数は、小浜市にある分館を含

めると 10 年連続全国 1 位となっている。また、

県人口比に対する個人貸出冊数は常に上位に位

置する。このような実績を有する県立図書館に

て共同展示会を企画した。テーマを「心のキャ

ンバスを彩る不思議な生きもの」と設定して、

天使やドラゴン・妖怪などの仮想生物や、現実

に存在するものの非常に不思議な特徴をもつ生

物に関する本を展示した。展示には県立図書館

の蔵書を 100 冊程度利用し、本の内容によって、国別に選り分けたり、古代から現代に渡る生物の進化に
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沿って分類したりした。期間は当初 1週間を予定してい

たが、図書館側のご厚意により 11月 18日（火）～11月

30 日（日）までの約 2 週間展示を行った。展示終了後、

次年度も同様の企画を行って欲しい旨、県立図書館から

連絡があった。今後も継続的な協力関係を築いていきた

い。 

 

 

 

 

2. 公開講座「本を読まない読書会：本楽（ほんらく）」 

学内向けのワークショップとして行っていた、目次読書法

を用いたワークショップを公開講座として 9 月 23 日に実

施し、地域住民の方々と本を介した交流を行った(目次読

書法とは、一度も読んだことがない本の外見や目次を見て、

想像で補いながら本のストーリーを読み取る方法)。当日

は小学生から 80 代の方まで幅広い年齢層の参加者が集ま

った。 

 具体的には以下のような方法で進行した。まず、用意し

たワークシートに沿って目次読書法を行う。次に、3 人 1

組になり、互いに選んだ本について紹介しあう。そして、

集まった 3 冊の本に共通する言葉を探して、偶然集まった 3 冊の本の関係性を見つけ出す。最後に 3 冊の

本の紹介と、各グループが見つけた 3 冊の本の関係性を参加者全員の前で発表してもらう。本を互いに紹

介しあうことによって、自分の嗜好と異なる本と接し、互いに意見交換することで他人の価値観に触れる

ことができる。これも、本の楽しみ方の一つである。 

参加者のほとんどは初対面で、はじめは互いに遠慮する姿が見られたが、最終的には与えられた制限時

間が来るまで楽しそうに議論しておられた。なお、当日の様子は複数の新聞に掲載していただいた 1,2)。 

 上記の活動等の報告を、第 16回図書館総合展にてポスター発表した 3)。他大学や公共図書館の方と、有

意義な質疑応答を行えた。 

 また、広い意味での読書環境の構築を企業として行っているイシス編集学校のエディットツアーに、研

修を目的として参加した。 

 当初予定していた「たわら屋」でのブックカフェ開催については「たわら屋」との折衝までは行ったが、

当方の準備態勢が整わず今年度は実施には至らなかった。 
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